
 

大日本気象学会員 野中至（到）・千代子 

山本哲（芙蓉日記の会） 

 

1895（明治 28）年、富士山頂での冬季気象観測を

初めて試みた野中至（到）（1867～1955）・千代子（1871

～1923）夫妻の事蹟は小説『芙蓉の人』（新田次郎）

やテレビドラマ、英語や道徳の教科書・副読本など

を通じて広く人口に膾炙したものになっている。文

献資料に基づいた歴史的史実の詳細な記述としては

大森（1978）がある。多くの資料を気象学の視点で

概観し、この事蹟が気象学的にどのように評価され

てきたのか検討したい。 

野中至（「到」が戸籍名であるが、主要著作は「至」

名で発表された。）が私費を投じて富士山頂剣ヶ峰に

設置した観測所で、中央気象台の嘱託を受け、1895

（明治 28）年 10 月 1 日に観測が開始され、10 月 11

日に千代子も加わり２名での観測が続けられたが、

12 月 12 日に慰問のため山頂に到達した強力らによ

り夫妻の危機的健康状況が伝えられ、野中の理解者

であった中央気象台予報課長和田雄治（1859～1918）

らにより 12 月 22 日に救出され観測は終了した。 

至は 1886（明治 19）年に第一高等中学校（東京大

学予備門の後身）のドイツ語で講義を行うクラスに

入学したが、約 2 年後には中退している。医師にな

ることが期待されていたとされるが、1889（明治 22）

年頃から高層観測事業に関心を寄せ、欧米の高山観

測所について調べたほか、富士山に冬季を含め幾度

も登山し実地調査したという。同郷の天文学者・寺

尾寿（1855～1923）の紹介で、1894（明治 27）年に

和田雄治と面会し、観測が具体化する。当初は「二

三ノ觀測器ヲ携ヘ越年ヲ山上ニ試ミ」と述べていた

（野中 1894）が、実際の観測では中央気象台から貸

与を受け、乾湿計、水銀気圧計、最高・最低温度計、

雨量計、風力計など測候所に匹敵した多種類の測器

が持ち込まれた。過酷な環境で測器の多くの障害に

も見舞われたが、2 時間毎の観測はほぼ抜けなく続

けられた（山本ほか 2019）。中央気象台に提出した

報告書「富士山氣象觀測報文」（野中 1896）は『気

象集誌』には掲載されていない。「気象の專門でない

ので，異論があって地学雑誌に登載した」と佐藤

（1955）は記す。観測値は気温の月統計値のみが示

されている。2 時間毎の観測資料は出版された形跡

はなく解析への利用例も見当たらない。『気象集誌』

にはその後「寒中ノ登嶽ヲ勸誘ス」（1899）と「寒中

富士山巓實驗談」（1900）（後者は講演会の口述記録）

が掲載された以後、『気象集誌』に著作の発表はない。 

至の大日本気象学会への入会は和田雄治と面会し

た 1894（明治 27）年とされる。1903（明治 36）年

に会頭よりの諮問の件を評議する評議員の制度がで

き、他の 12 名とともに就任している。名簿上の記載

は 1904（明治 37）年までに「至」から「到」になっ

ている。1935（昭和 10）年に退会しているが、退会

後 20 年を経た 1955（昭和 30）年、逝去に当たり『天

気』誌は 1 頁を割いて至に続いて富士山冬季観測に

挑んだ佐藤順一（1872～1970）による追悼文（佐藤 

1955）を掲載した。葬儀には中央気象台長と富士山

測候所長が参列し、弔辞を奉読したという。 

千代子（戸籍名チヨ）は 1895（明治 28）年 10 月

富士山登山直前に和田雄治宛に大日本気象学会への

入会を願い出る手紙を送り、同年 12 月の会員名簿に

掲載されたという（大森, 1978）、以後 1911（明治 44）

年までほぼ毎年の名簿に掲載されている。大正期の

会員名簿が確認できていないが、逝去時点まで継続

して会員であったことが考えられる。富士山下山後、

活発な執筆活動を展開したことが認められる。山頂

観測について記した『芙蓉日記』（1896）は下山後１

か月も経ずに『報知新聞』への連載が開始され、他

誌にも転載された。翌 1897 年には『萬朝報』紙の「女

大学」（女子向け教訓書）懸賞に応募して第一等を得

た。その後も『女学世界』など主に女性向けの雑誌

などに 1900（明治 35）年頃を中心に、確認されただ

けで 20 編以上の著作がある。内容は家庭道徳から

「改良服」（伝統的和服の近代的改良）提案、最新戦

艦見学記など多様であるが、気象学に関するものは

皆無である。『気象集誌』に著作はない。 
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